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ファスニング事業・ＡＰ事業を中核としたグローバル事業経営体制

世界72カ国/地域 108社（533拠点）

〇 国内18社（236拠点）
〇 海外90社（297拠点）

※2023年3月末

■ＹＫＫグループ 《経営体制》



絶えざる「挑戦」を通じた
人づくり

顧客にとって価値ある
「品質」を実現する

モノづくり

「信用・信頼」が結ぶ
社会との長期にわたる強い

関係づくり

社員一人ひとりが大切にし、実践する価値観であり、日々の行動の基準となるものです。

事業を繁栄させるための基本的な考え方で、
経営の使命・方向・主張を表現しています。

事業活動の中で発明や創意工夫をこらし、常に
新しい価値を創造することによって、事業の発展
を図り、それがお得意様、お取引先の繁栄につ
ながり社会貢献できるという考え方です。

■ＹＫＫ精神・経営理念・ＹＫＫコアバリュー

コアバリュー

ＹＫＫ精神 経営理念
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■ＹＫＫ ＡＰ 《主な商品群》

窓 エクステリア

産業製品リフォームビル

玄関ドア
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■ＹＫＫ ＡＰ 《バリューチェーン》

研究・開発・
検証

モノづくりを
支える技術の創出

•Ｒ&Ｄ体制（日本・
ドイツ・インドネシア）

•社会課題に対応する
技術開発・研究

•社会課題に対応する
商品開発

•生活者視点での商品開発
•商品、工法の評価・検証
•製品安全対策
•品質確保プロセスの確立

資材調達 製造・物流 販売 施工 商品使用

安心できる
資材調達

•ＹＫＫグループ調達方針
によるサプライチェーン
マネジメント

•グリーン調達
•化学物質管理
•製品ライフサイクル全体

でのリサイクルの推進

つくる品質・お届け
する品質の追求

•一貫生産体制
•工機技術部との

共働による最適生産ライン
•省エネおよびCO2排出量

の削減
•廃棄物管理、生態系

への配慮
•安全衛生管理
•包装資材の削減
•ロジスティクスソリュー

ションの全国展開

商品力と提案力

•社会課題に対応する
技術提案

•技術提案ツールの開発
（断熱・通風シミュレー
ション、ＶＲ）

•商品展示施設の充実
（体感、施工、技術）

•各種フォーラム、イベントに
よるプロユーザーへの
啓発活動

•ＢＩＭを活用した設計提案

施工品質の追求

•省力化工法・治具の
研究・開発・提案

•フィールドエンジニアに
よる施工業者への施工
指導や認定制度

•ＹＫＫ ＡＰグループ施工
協力会による施工技術、
施工品質の向上

ユーザーと社会に
やさしい商品

•健康、快適、省エネ性能
•防災・耐震商品
•リフォーム対応商品
•認定技能士による

メンテナンス体制
•お客様への情報提供
•環境情報開示、環境ラベル
•商品のトレーサビリティ

強化

バリューチェーンを支える基盤

コーポレート
ガバナンス

コンプライアンス
リスク

マネジメント
人材育成 健康経営 環境経営

※ ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標のこと。2015年に国連で採択され、2030年までに達成すべき17の目標と169のターゲットから
なります。国、政府機関、企業などすべての関係者に行動が求められます。
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■ＹＫＫ ＡＰ 《主な環境の取り組みに対する国内外評価》

（2023年3月）

『エコ・ファースト企業』 認定

（2023年4月）

主催：（公財）都市緑化機構、後援：国交省 等

創設：2013年

概要：市民開放等による地域貢献や生物多様性

保全等の環境活動での功績、全国の範となる

緑地を表彰

『みどりの社会貢献賞』 受賞

東北製造所 ＹＫＫ AP

創設：環境省

設立：2008年4月

内容：環境分野で先進的、独自的でかつ業界を

リードするような事業活動を環境大臣が認定

（2022年12月） 『プラスチックスマート』 登録
事務局：環境省

概要：プラスチックと賢く付き合う

取り組み事例の発信
（樹脂窓 濃色フレーム材のリサイクル）

『海ごみゼロウィーク』 活動、環境省HPで公開
（2022年12月）

主催：環境省、日本財団

概要：海洋ごみ削減に向けた清掃の実施と活動報告

（2022年9月）

『熊本県SDGs登録制度』 事業者登録

九州製造所

（2022年10月）

『循環経済パートナーシップ』登録

■生物多様性

■資源循環

■SDGｓ

（2023年2月）

『省エネ大賞 資源エネルギー庁
長官賞』受賞 （建築分野）

■省エネルギー

「中小工務店向け支援型高性能

全館空調システム」（共同提案）
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国内外の環境性能評価システム

10

イギリス

BREEAM

ノルウェー

Eko Profile

フランス

ESCALE

スペイン

Verded

スウェーデン

Eco Effect

オランダ

Eco Quanntum

スイス

E-top

南アフリカ

SBAT

オーストラリア

Green Star

⽇本

CASBEE

中国

GOBAS

韓国

GBCC

カナダ

GBTool

アメリカ

LEED
WELL

・ WGBC（World Green Building Council）によると、55指標が管理されている

参考︓World Green Building Council , Home, https://www.worldgbc.org/about-green-building（最終アクセス︓23/11/11）



主要な環境性能評価システムの概要（2022年3月現在）
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BREEAM LEED CASBEE WELL

設⽴国

開発機関 BRE USGBC IBEC IWBI
初版 1990年 1998年 2002年 2014年

認証国数 83ヵ国以上 165ヵ国以上 1 42ヵ国以上

認証件数 600,695件
（国内︓6件）

94,199件
（国内︓203件）

1,564件
（国内︓1,564件）

10,698件
（国内︓12件）

評価レベル 5段階 4段階 5段階 3段階
評価⽅式 必須項⽬、加点項⽬ 必須項⽬、加点項⽬ BEE 必須項⽬、加点項⽬
認証⽅法 第3者認証 第3者認証 ⾃⼰評価、第3者認証 第3者認証

認証レベル

Outstanding︓≧85
Excellent︓≧70
Very Good︓≧55
Good︓≧45
Pass︓≧30

Platinum︓≧80
Gold︓≧60
Silver︓≧50
Certified︓≧40

S︓BEE=3.0
A︓BEE=1.5~3.0
B+︓BEE=1.0~1.5
Bー︓BEE=0.5~1.0
C︓BEE=~0.5

Platinum︓≧80
Gold︓≧60
Silver︓≧50
Bronze︓≧40

成果表⽰

CASBEEは独⾃の認証⽅式（BEE）を採⽤しており、⽇本のみで普及している



CASBEEによる評価
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・ CASBEEファミリー︓⼾建⽤、建築⽤、既存⽤、街区⽤ etc.

参考︓IBEC 建築省エネ機構 , CASBEE（建築環境総合性能評価システム）, https://www.ibec.or.jp/CASBEE/（最終アクセス︓23/11/11）

【スコアシート】 【評価結果シート】

音環境

温熱環境

光/視環境

空気質環境

・ほぼ全ての項⽬が必須項⽬であり、最終的に5段階で評価される

・ CASBEE︓建築環境総合性能評価システム
（Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency）
・ 省エネルギーや環境負荷の少ない資機材の使⽤といった環境配慮はもとより、

室内の快適性や景観への配慮なども含めた建物の品質を総合的に評価するシステム

環境品質

環境負荷

建物の環境効率 建物のLCCO2評価 建築環境のSDGs評価



CASBEE SDGs対応版
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建築環境のSDGs評価
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※ ゴール１・２・10・14・16
は他のゴールに集約される



開口部（窓）の様々な性能
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性能項目 必須 or 選択 試験条件又は 等級との対応値

耐風圧性 必須

等級 最高圧力

S-1 800Pa

S-2 1200Pa

S-3 1600Pa

S-4 2000Pa

S-5 2400Pa

S-6 2800Pa

S-7 3600Pa

気密性 必須

等級 気密等級線

A-1 A-1等級線

A-2 A-2等級線

A-3 A-3等級線

A-4 A-4等級線

水密性 必須

等級 圧力差

W-1 100Pa

W-2 150Pa

W-3 250Pa

W-4 350Pa

W-5 500Pa

性能項目 必須 or 選択 試験条件又は 等級との対応値

開閉力 必須 載荷荷重 50N

開閉繰返し 必須 開閉回数 １万回又は３万回

戸先かまち強さ 必須 載荷荷重 50N

遮音性 選択

等級 遮音等級線

T-1 T-1等級線

T-2 T-2等級線

T-3 T-3等級線

T-4 T-4等級線

断熱性 選択

等級 熱貫流率

H-1 4.7 W/（㎡･K）

H-2 4.1 W/（㎡･K）

H-3 3.5 W/（㎡･K）

H-4 2.9 W/（㎡･K）

H-5 2.3 W/（㎡･K）

H-6 1.9 W/（㎡･K）

H-7 1.5 W/（㎡･K）

H-8 1.1 W/（㎡･K）

日射熱取得性 選択

等級 日射熱取得率

N-1 1.00

N-2 0.50

N-3 0.35

JIS A 4706：2021 サッシ（Windows）

• 窓（サッシ）の製品規格
• 窓（サッシ）に必要な諸性能およびそれらの評価方法などが規定されている

• JISで規定されている性能以外に、
「結露防止性」「防火性」「防犯性」「眺望性」
「プライバシー性」や健康影響も検討していく



開口部が貢献する評価項目（１）
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※開⼝部関連項⽬

CASBEE‐戸建（新築）評価マニュアル（2020年SDGs試行版）より



開口部が貢献する評価項目（２）
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※開⼝部関連項⽬

CASBEE‐戸建（新築）評価マニュアル（2020年SDGs試行版）より



開口部が貢献する評価項目（３）
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※開⼝部関連項⽬

CASBEE‐戸建（新築）評価マニュアル（2020年SDGs試行版）より



開口部が貢献する評価項目（４）

19

※開⼝部関連項⽬

CASBEE‐戸建（新築）評価マニュアル（2020年SDGs試行版）より



開口部が貢献する評価項目（５）
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※開⼝部関連項⽬

CASBEE‐戸建（新築）評価マニュアル（2020年SDGs試行版）より



開口部が貢献する評価項目（６）
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※開⼝部関連項⽬

CASBEE‐戸建（新築）評価マニュアル（2020年SDGs試行版）より



開口部が貢献する評価項目（７）
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※開⼝部関連項⽬

CASBEE‐戸建（新築）評価マニュアル（2020年SDGs試行版）より



SDGs・脱炭素評価対象（木造中高層集合住宅）
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・ 2023年9月27日 着工 2025年3月竣工を予定
・ 2013年に発表したパッシブタウン全体構想における最終にして最大の街区
・ 現代木造建築の世界的パイオニアHermann Kaufmann氏が基本計画・設計（建築）
・ 第1～４街区で得られた知見やデータにもとづくパッシブデザインをベース
・ 水素エネルギー供給システムPower to Gasを日本で初めて集合住宅に実装
・ YKK AP(株)が自社開発した木製窓等を採用
・ 住宅性能表示制度の断熱等性能等級における最高等級7を上回る
・ 太陽光による創エネと、Power to Gasによる再生可能エネルギーのシーズンシフト
・ 富山県産材を利用した北陸地域では初となる木造中高層集合住宅とする
・ 居住者が健康で快適に生活できる、クリーンエネルギーによる自立したまちづくり

名称 ： パッシブタウン第5期街区
所在地 ： 富山県黒部市三日市4016番地1 
施主 ： YKK不動産株式会社
設計 ：
＜基本計画・基本設計（建築）＞

HK Architekten
(Hermann Kaufmann + Partner ZT GmbH) 
＜基本設計（構造・設備）・実施設計＞

株式会社 竹中工務店
＜ランドスケープ設計＞

設計組織プレイスメディア
施工 ： 株式会社 竹中工務店



YKK APが取り組む社会課題と対応商品
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断熱等性能等級 上位等級の新設（2022）

26

省エネ地域区分

１地域

（名寄）
２地域

（札幌）
３地域

（盛岡）
４地域

（長野）
５地域

（新潟）
６地域

（東京）
７地域

（鹿児島）

０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２３ ０．２６ ０．２６ ０．２６

０．２８ ０．２８ ０．２８ ０．３４ ０．４６ ０．４６ ０．４６

０．４ ０．４ ０．５ ０．６ ０．６ ０．６ ０．６

０．４６ ０．４６ ０．５６ ０．７５ ０．８７ ０．８７ ０．８７

０．４ ０．４ ０．５ ０．６ ０．６ ０．６ ０．６

０．４ ０．４ ０．５ ０．６ ０．６ ０．６ ０．６

地域区分別
断熱等性能等級と
外皮平均熱貫流率
（UA値）

住宅性能表示
省エネルギー対策

長期優良住宅

ZEH （外皮強化基準）

「断熱等級6」のUA値0.46は北海道の等級4と同レベル



断熱等性能等級 上位等級の新設（2022）
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• 省エネ上位等級の新設で、変わる家づくり

2022年4/1施行 2022年10/1施⾏

各認定住宅住宅性能表示

⼀次エネ▲20

ZEH

ZEH+

⼀次エネ▲25

長期優良低炭素

強化

⼀次エネ▲20

2022年秋頃施⾏予定

長期優良低炭素断熱等級4

断熱等級5

新 設

断熱等級6

断熱等級70.26

0.46

0.50

0.60

0.87
⼀次エネ基準無し⼀次エネ▲10

断熱性能
（ＵＡ値）

2022年10/1施行

新 設

2022年10/1施行

新 設

⼀次エネ▲202025年
適合義務化予定

これからの最低ライン

目指すべき

高性能住宅のスタンダード

強化

〔６地域〕 断熱性能基準一覧表

各種性能基準が上り、「断熱等級6」がこれからのスタンダードに



断熱等性能等級 上位等級の新設（2022）
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• 省エネ上位等級の新設で、変わる家づくり

「断熱等級6」 がこれからのスタンダードといえる納得の理由



各エリアにおける断熱等級への対応（窓）
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地域区分
代表都市

１地域
（ 名 寄 ）

２地域
（ 札 幌 ）

３地域
（ 盛 岡 ）

４地域
（ 長 野 ）

５地域
（ 新 潟 ）

６地域
（ 東 京 ）

７地域
（ 鹿 児 島 ）

基準UA値 UA 0.20 （Uw≦0.9） UA0.23 UA 0.26 （Uw≦1.1）

等級7

基準UA値 UA 0.28 （Uw≦1.1） UA0.34 UA 0.46 （Uw≦1.5）

等級6

基準UA値 UA 0.4 （Uw≦1.5） UA 0.5 UA 0.6 （Uw≦2.3）

等級5

ＡＰＷ430+
トリプルガラス

ダブルLow-Eアルゴンガス入
樹脂スペーサー

ＡＰＷ430
トリプルガラス

ダブルLow-Eアルゴンガス入
樹脂スペーサー

樹脂窓

ＡＰＷ330
Low-Eアルゴンガス入

樹脂スペーサー

エピソードⅡ
Low-Eアルゴンガス入

アルミスペーサー

ＡＰＷ430
トリプルガラス

ダブルLow-Eアルゴンガス入
樹脂スペーサー

【算出条件】断熱等級5・6・7それぞれのおすすめカタログ（YKK AP(株)）より

ＡＰＷ330
Low-Eアルゴンガス入

樹脂スペーサー

樹脂窓

樹脂窓樹脂窓

樹脂窓

※付加断熱※付加断熱

※付加断熱

アルミ
樹脂

複合窓

※付加断熱



開 口 部 仕 様 断 熱 材 仕 様 U A
設 計 値窓 玄関ドア メーカー 天井／屋根 壁 床／基礎

等
級

7
0.26

等
級

6
0.45

等
級

5

0.51

0.51

各エリアにおける断熱等級への対応（窓＋断熱材）

30【算出条件】断熱等級5・6・7それぞれのおすすめカタログ（YKK AP(株)）より

ダブルLow‐E
トリプルガラス
（ニュートラル）
アルゴンガス入

Low‐E複層ガラス
（遮熱ブルー）

アルゴンガス入
樹脂スペーサー

【天井】
アクリアR57 200㎜
（λ＝0.035[W/(m･K)]

イノベストD50
樹脂複合枠仕様

採光付

アクリアネクストα20K
105㎜
（λ＝0.034[W/(m･K)]

【床】
ネオマフォーム90㎜
（λ＝0.020[W/(m･K)]

【天井】
アクリアR57 200㎜
（λ＝0.035[W/(m･K)]

アクリアネクスト14K
105㎜
（λ＝0.038[W/(m･K)]

【床】
アクリアUボード
ピンレス 36K 105㎜
（λ＝0.032[W/(m･K)]

【天井】
アクリアマット14K
155㎜
（λ＝0.038[W/(m･K)]

アクリアネクスト14K
85㎜
（λ＝0.038[W/(m･K)]

【床】
アクリアUボード
ピンレス 24K 80㎜
（λ＝0.036[W/(m･K)]

Low‐E複層ガラス
（遮熱ブルー）

アルゴンガス入
樹脂スペーサー

ヴェナートD30
D2仕様
採光付

ヴェナートD30
D2仕様
採光付

【天井】
アクリアR57 200㎜
（λ＝0.035[W/(m･K)]

アクリアネクスト14K
105㎜
（λ＝0.038[W/(m･K)]

【床】
アクリアUボード
ピンレス 24K 80㎜
（λ＝0.036[W/(m･K)]

Low‐E複層ガラス
（遮熱ブルー）

アルゴンガス入
アルミスペーサー

ヴェナートD30
D2仕様
採光付

エピソードⅡ NEO

地域区分別・等級別対応（５・６・７地域） 他の地域・他の断熱材メーカーも準備



● ＹＫＫ ＡＰの環境への取り組み

● 開口部の機能とSDGsへの貢献

● 開口部・断熱材と断熱等性能等級

● 開口部の性能検証の取組み例

■目次
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断熱改修窓（先進的窓リノベ 対象商品）

32

戸 建
補助金
グレード

ＳＳ

Ｓ

Ａ

1.1
以下

1.5
以下

1.9
以下

内窓設置

ＵＷ

--

プラマードＵ
Low-E複層ガラス・ガス入

プラマードＵ
Low-E複層ガラス・ガス入

マドリモ樹脂窓
真空トリプルガラス・ガス入

マドリモ樹脂窓
Low-E複層ガラス・ガス入

APW 330
Low-E複層ガラス・ガス入

エピソードⅡ NEO
Low-E複層ガラス・ガス入

APW 430
ダブルLow-Eトリプルガラス・ガス入

マドリモトリプルガラス樹脂窓
ダブルLow-Eトリプルガラス・ガス入

外窓交換（カバー工法） 外窓交換（はつり工法）



断熱改修による効果

33

断熱改修により
高血圧が改善された研究報告例も!

断熱改修による血圧の変化

家
庭
血
圧
の
「
高
血
圧
」

診
断
基
準(    

㎜

)

135

Hg

出典 : こうち健康・省エネ住宅推進協議会と伊香賀研究室による共同調査

【起床時の平均室温】
・改修前：８℃ ・改修後：２０℃

改修前 改修後

冬期:窓の結露比較 （室内側）

アルミ窓[複層ガラス]

樹脂窓[トリプルガラス]

室外温度0℃/室内温度20℃/
相対湿度60％

ガラスにもフレームにも
結露が発生し、

水滴が流れている

ガラスにもフレームにも
結露は

みられません!

結露はカビやダニの発生原因
⇒アレルギー等の要因に

室外温度0℃/室内温度20℃/
相対湿度60％



断熱改修効果の検証（学校建築）
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■ 物件概要

住所：大阪府東大阪市小若江３丁目４−１

竣工：1968年

構造：鉄筋コンクリート造

階数：8
壁構成：鉄筋コンクリート120mm(無断熱)

K大学内棟配置図

実測建物外観

実測内容・測定装置

実測対象室内観

東面 南面

記号 測定項目 測定装置

◆ 上下温度分布
相対湿度

おんどとりRTR-507
熱流計M55A

● 空気温度
相対湿度

おんどとりRTR-507

▲ 表面温度
熱流量

熱流計M55A

◎ グローブ球温度



断熱改修効果の検証（学校建築）
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■ 平面図および窓の熱性能

窓の熱性能

実測対象室平面図

方位 窓 窓種 フレーム＋ガラス
熱貫流率
[W/(m2･K)]

日射熱取得
率 [－]

東

既存窓➊
突き出し窓＋FIX
窓段窓

アルミ＋単板(FL3) 5.7 0.59

改修窓①
内窓設置（内開き
窓＋FIX窓段窓）

外窓:アルミ+単板(FL3)
内窓:樹脂+透明複層(3+A12+3) 1.5 0.20

南

既存窓➋ 引違い窓段窓 アルミ＋単板(FL3) 6.6 0.59

改修窓②
内窓設置（引違い
窓）

外窓:アルミ+単板(FL3)
内窓:樹脂+透明複層(3+A12+3) 1.9 0.23

窓➊・①

窓➋・②

窓の３Dイメージ
（改修窓②設計検討時）

[℃]

窓の熱解析イメージ
88
00

8700



断熱改修効果の検証（学校建築）
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■ 省エネ性予測（熱負荷シミュレーション）

実測対象室
シミュレーションモデルイメージ

窓➊・①窓➋・②

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5

内窓あり

内窓なし

(GJ)

窓熱損失 窓熱取得

-69% -58%

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5

内窓あり

内窓なし

(GJ)

窓熱損失 窓熱取得

-55%-69%

暖房期（11/4〜4/21） 冷房期・中間期（4/22〜11/3）
開口部からの熱の出入り

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

内窓あり

内窓なし

(GJ)

暖房

-6%

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

内窓あり

内窓なし

(GJ)

冷房

-7%

実測対象室の空調負荷
開⼝部からの熱の出⼊りは50％以上の削減。空調負荷は6〜7％の削減。



断熱改修効果の検証（学校建築）
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■ 実測対象室の窓と測定状況

実測対象室の窓

窓➊（改修前）

窓➋（改修前） 窓②（改修後）

窓①（改修後）

測定風景

ガラス表面温度・熱流

窓①➊近傍上下温度分布
グローブ温度

窓②➋近傍上下温度分布
グローブ温度
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■ 実測期間 内窓なし：2023年12月18日～2024年1月8日
内窓あり：2024年 1月 9日 ～2024年2月8日

(火)       (水)       (木)       (金)      (土)       (日)      (月) (火)(火)       (水)       (木)       (金)      (土)       (日)      (月) (火)

少

■ 評価対象日 平日：12/22と1/25，休日12/23,24と1/27,28

【内窓なし】 【内窓あり】
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断熱改修効果の検証（学校建築）
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■ 実測期間

グローブ温度の結果（外部気象が同様の期間を比較）

測定結果より，内窓ありは，内部発熱がない期間の温度低下を抑える。

■ 実測結果①

内窓なし：2023年12月18日～2024年1月8日
内窓あり：2024年 1月 9日 ～2024年2月8日

(火)        (水)        (木)         (金)        (土)        (日)        (月) (火) (火)        (水)        (木)         (金)        (土)        (日)        (月) (火)

【内窓なし】 【内窓あり】
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■ 実測結果② ガラス熱流量の結果（外部気象が同様の期間を比較）

【内窓なし】 【内窓あり】

測定結果より，内窓ありは，窓からの熱損失を抑制する。

注）日中は熱流計が日射熱を吸収しているため評価対象外。

(火)       (水)      (木)       (金)      (土)       (日)       (月) (火) (火)       (水)      (木)       (金)      (土)       (日)       (月) (火)
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断熱改修効果の検証（学校建築）
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■ 今後の評価・実測計画

■先生・学生の皆さんからのコメント
・ 暖房をつける頻度が減った。 ・ 外の騒音が気にならなくなった。

■ 実測結果③

・ 執務者の遮音性に対する実感を内外騒音レベル測定等により定量的に把握
・ 窓の断熱改修によるエンボディドカーボン（アップフロント）とオペレーショナル

カーボン（暖冷房によるCO2排出量）への影響を比較

ガラス表面温度の結果（外部気象が同様の期間を比較）

【内窓なし】 【内窓あり】
(火)        (水)        (木)         (金)        (土)        (日)        (月) (火) (火)        (水)        (木)         (金)        (土)        (日)        (月) (火)

測定結果より，内窓ありのガラス表面温度は，概ね15℃以上を維持している。



窓のLCCO2算出事例（30年間におけるCO2削減効果）

42

※削減効果は「アルミ（複層」）を基準に算出。A（たてすべり出し窓による評価）、B（標準住宅モデル、算定地域：東京、空調：間欠運転）、
C（使用期間：30年間）

※YKK AP試算における数値となり、今後評価基準、算出基準、条件等の変更により数値が変動する可能性あります。

A B C（B×30） D（A+C）

サッシ構造
製造時

（18窓／1棟）
年間CO2
排出量

30年間 合計 削減効果 評価

アルミ窓
[複層ガラス]

1,530 614 18,420 19,950 0

アルミ樹脂複合
[複層ガラス]

1,530 583 17,490 19,020 ▲5%

樹脂窓
[Low-E複層ガラス]

1,170 523 15,690 16,860 ▲15%

樹脂窓
[トリプルガラス]

1,890 465 13,950 15,840 ▲21%

樹脂窓の「CO2削減貢献度」は高い



体感ショールーム（性能体感）
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体感ショールーム
（品川）

TYショールーム新潟 TYショールーム静岡
TDYショールーム

名古屋

TDYショールーム大阪 P-STAGE仙台 P-STAGE大阪 P-STAGE八代

窓の効果 納得度が伝わる“体感”施設を全国に展開



パートナーズサポートスタジオ （プロユーザ向け）

44

館内レイアウト

T2:テクニカルゾーン

T1:
トレンドゾーン

T3:
トライアルゾーン

T2:テクニカルゾーンT1:トレンドゾーン T3:トライアルゾーン

施設⽬的 プロユーザーの困りごと・課題解決に役立つ“技術情報”を

発信し“快適＆価値の高い家づくり” をサポート



価値検証センター（VVC）

45

施設⽬的
商品の評価・検証

・生活者視点の検証 ・実環境検証

・解析・シミュレーション検証

窓の水密性の検証 暴風雨を再現した水密性能の検証

瓦を衝突させたシャッターの検証 木材を衝突させたシャッターの検証



■ＹＫＫのものづくりの原点 《ＹＫＫ精神》

書体：篆書(ﾃﾝｼｮ) 
雅号：「立山(ﾘﾂｻﾞﾝ)」ずっと仰ぎ見た立山連峰にちなんでいます

“他人の利益を図らずして自らの繁栄はない”
事業活動の中で発明や創意工夫をこらし、常に新しい価値を創造することによって、

事業の発展を図り、それがお得意様、お取引先の繁栄につながり社会貢献できるという考え方

「善之巡環」
ぜ ん の じ ゅ ん か ん

46
「善の巡環」は、持続可能な世界(SDGs)を実現するために必要な考え方の一つ



■ＹＫＫ ＡＰのコーポレートメッセージ「パーパス（企業の存在意義）」

創業時からの想いを受け継ぎながら、これまで以上に
“事業を通して社会を幸せにすること”に取り組んでいきます

16
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